
落
成
し
た
。

こ

れ
は
明
治
時
代
に

及
び
、

横
浜
裁
判
所
お
よ
び
神
奈
川
県
庁
と
し
て
、

明
治
十
五
年
ま
で

引
き
続
い

て

使
用
さ
れ
る
。

明
治
三
年
（
一

八
七
〇
）
に

は
本
町
三
丁
目
に
、

横
浜
為
替
会
社
（
の

ち
の

第
二

国
立
銀
行
）
と
横
浜
商
社
の

建
物
が
、

二

階
建
て

洋
館
と
し
て

落
成

し
た
。

こ

の

建
物
は
十
二

月
の

大
火
に

よ
っ

て

焼
失
し
た
が
、

翌
四
年
に
は
さ
ら
に

堅
固
な
石
造
の

洋
館
と
し
て

再
建
さ
れ
た
。

明
治
五
年
に

は
木

造
で

あ
る
が
二

階
建
て

漆
喰
塗
の

横
浜
電
信
局
が
落
成
し
、

ま
た
横
浜
停
車
場
が
石
造
の

壮
麗
な
外
観
を
呈
し
て

あ
ら
わ
れ
、

一

八
七
四
年
に

は
横

浜
郵
便
局
が
外
国
郵
便
の

取
扱
局
に

ふ
さ
わ
し
く
、

モ

ダ
ン

な
姿
を
見
せ

た
の

で

あ
っ

た
。

同
じ
く
一

八
七
四
年
に

は
本
町
一

丁
目
に

横
浜
町
会
所
が
完
成
し
た
。

石
造
二

階
建
て
の

純
洋
式
建
築
で

あ
り
、

正
面
中
央
に
は
四
階
建
て
の

塔

を
配
し
、

大
時
計
を
つ

け
た
の

で
、

時
計
台
と
呼
ば
れ
て

親
し
ま
れ
た
。

も
ち
ろ
ん
横
浜
に
お

け
る
最
大
の

洋
館
で

あ
っ

た
。

し
か
し
一

九
〇
六
（
明

治
三
十
九

）
年
十
二

月
に

類
焼
し
、

そ
の

跡
に
は
大
正
に

及
ん
で

横
浜
開
港
記
念
会
館
が
建
て

ら
れ
た
。

ホ
テ
ル
と
洋
風
旅
館

横
浜
に

は
外
人
の

た
め
の

ホ
テ
ル

も
建
て

ら
れ
た
。

ホ
テ
ル

経
営
の

最
も
古
い

も
の

は
、

海
岸
五
番
の

地
に

建
て

ら
れ
た

英
人
シ

メ

ッ

ツ

の

居
館
で

あ
る
。

シ

メ

ッ

ツ

は
幕
末
（
文
久
三
年
）
か

ら
、

自
宅
を
同
国
人
の

社
交
ク
ラ

ブ
に

あ
て
、

ま

た
横
浜
を
お
と
ず
れ
る
同
国
人
の

宿
泊
に

も
供
し
た
。

慶
応
二

年
（
一

八
六
六

）
の

〝

豚
屋
火
事
〞

に

も
類
焼
を
ま
ぬ
が
れ
た
か
ら
、

そ
の

後
は
五
番

ク
ラ
ブ
と
し
て
、

各
国
人
の

た
め
に

開
放
さ
れ
、

実
質
上
の

ホ
テ
ル

と
な
っ

た
。

や
が
て

明
治
二

年
（
一

八
六
九
）、

五
番
ク

ラ
ブ
は
、

そ
の

名
も
ク
ラ
ブ
・

ホ
テ
ル

と
改
め

ら
れ
、

英
人
ヴ
ァ

ン
・

ビ
ュ

ー
レ

ン

が
経
営
す
る
よ
う

に

な
っ

た
。

こ

の

ホ
テ
ル

は
関
東
大
震
災
ま
で

営
業
を
つ

づ
け
、

そ
の

後
は
山
下
町
に

再
建
さ
れ
て

昭
和
五
年
に

及
ん
だ
。

さ
て

明
治
の

世
に

な
る

と
、

居
留
地
に
は
幾
つ

か
の

小
規
模
な
ホ
テ
ル

が
開
業
し
て
い

る
が
、

六
年
九
月
に
は
海
岸
二

十
番
に
グ
ラ
ン

ド
・

ホ
テ
ル

が
新
築
さ
れ
、

営
業
を

開
始
す
る
。

グ
ラ
ン

ド
・

ホ
テ
ル

は
、

そ
の

名
に
ふ
さ
わ
し
く
広
大
な
洋
風
建
築
で

あ
っ

て
、

広
告
（『
横
浜
毎
日

』
に

掲
載
）
に

よ
れ
ば
「
諸
事
欧
洲
の

例
に

做
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ひ
、

家
具
美
麗
を
尽
し
、

万
器
清
潔
を
極
め
、

…
…
食
事
は
常
食
、

非
常
食
の

両
種
に

別
ち
、

…
…
非
常
食
は
四
人
よ
り
百
人
に

至
る
ま
で
、

御
誂

ひ
次
第
急
速
出
来
仕
候
」
と
い

う
次
第
で

あ
っ

た
。

ま
さ
し
く
ミ

ナ
ト
横
浜
を
代
表
す
る
ホ

テ
ル

と
し
て

登
場
し
た
の

で

あ
る
。

な
お

同
ホ
テ
ル

は

大
震
災
で

焼
失
し
た
が
、

一

九
二
八
（
昭
和
三

）
年
に

は
海
岸
通
り
十
番
の

地
に
、

ホ
テ
ル

・

ニ

ュ

ー
グ
ラ
ン

ド
が
開
業
し
た
。

と
こ

ろ
で

居
留
地
の

外
人
の

な
か
に

は
、

東
海
道
を
西
へ

下
っ

て
、

箱
根
の

あ
た
り
ま
で

足
を
伸
ば
す
者
も
少
な
く
な
か
っ

た
。

富
士
登
山
の

た

め
に

も
、

箱
根
を
越
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
箱
根
は
、

外
人
に
は
珍
し
い

温
泉
郷
で

あ
っ

た
。

こ

う
し
た
外
人
の

宿
泊
に

供
す
る
た
め
、

洋
風
の

ホ

テ
ル

建
築
を
考
え
た
の

が
、

湯
本
村
の

福
住
九
蔵
（
正
兄

）
で

あ
る
。

福
住
は
一

八
七
四（
明
治
七

）年
、

出
入
り
の

棟
梁
を
伴
っ

て
、

横
浜
や
東
京

に

お

も
む
き
、

さ
ま
ざ
ま
の

洋
風
建
築
を
見
て

ま
わ
っ

た
。

一

八
七
七
年
五
月
、

湯
本
村
に

は
外
観
に

洋
風
を
取
り
入
れ
た
福
住
旅
館
が
出
現
し
た
。

そ
の

構
造
は
、

左
右
に
三
階
建
て
の

建
物
を
並
べ
、

そ
れ

を
二
階
建
て

の

建
物
で

結
ん
で
い

る
。

ま
さ
し
く
横
浜
停
車
場
と
同
じ
よ
う
な
外
観
を
呈
し
て
い

た
。

た
だ
し
横
浜
停
車
場
は
左
右
が

二

階
建
て

（
中
央
は
一

階
）
で

あ
っ

た
が
、

福
住
旅
館
は
そ
の

上
に

小
さ
な
三
階
を
設
け
た
。

こ

れ
は
東
京
の

第
一

国
立
銀
行
を
模
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

二

階
ま
で

は
石
造
（
木
骨
石
張
）
で

あ
り
、

三
階
は
木
造
漆
喰
塗
で

あ
っ

た
。

室
内
は
和
風
に

し
つ

ら
え
ら
れ
た
。

し
か
し
窓
は
細
長
い

洋
風
で

あ
り
、

窓
の

扉
を
あ
け
れ
ば
、

外
側
に

は
鉄
の

洋
風
グ
リ
ル

が
つ

け
ら
れ
た
。

階
級
は
ラ
セ

ン

状
を
呈
し
、

そ
の

上
部
に
は
彎
曲
し
た
手
摺
が
つ

く
。

こ

の

手
摺
り
も
、

こ

れ
を
支
え
る
小
柱
も
、

洋
風
で

あ
っ

た
。

階
段
の

天
井

に
は
、

丸
い

木
彫
り
の

装
飾
が
ほ
ど

こ

さ

れ

た
。

こ

れ
も
洋
風
の

発
想
で

あ
っ

た
が
、

図
案
は
和
風
（
木
に

飛
鶴
の

図
）
で

あ
っ

た
。

福
住
旅
館
の

全
体
は
、

い

わ
ば
和
洋
折
衷
と
な
っ

て
い

た
わ
け
で

あ
る
。

福
住
に
つ

づ
い

て
一

八
七
八
（
明
治
十
一

）
年
に

開
業
し
た
の

が
、

宮
ノ

下
の

富
士
屋
ホ

テ
ル

で

あ
っ

た
。

こ

れ
を
建
て

た
山
口

仙
之
助
は
横
浜
の

出
身
で
、

明
治
四
年
に
は
米
国
に

渡
り
、

三
年
間
に

わ
た
っ

て

海
外
の

事
情
を
学
ん
だ
。

帰
国
の

後
は
慶
応
義
塾
に

入
学
、

福
沢
諭
吉
の

勧
め
に

よ
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り
、

実
業
界
に

身
を
投
ず
る
に

至
る
。

こ

こ

で

思
い

つ

い

た
の

が
、

外
人
専
門
の

旅
館
経
営
で

あ
っ

た
。

一

八
七
七
年
、

箱
根
の

宮
ノ

下
に

お
い

て

藤
屋
旅
館
を
買
収
し
、

横
浜
か
ら
職
人
を
招
い

て
三
階
建
て

の

洋
館
を
つ

く
る
。

そ
し
て

翌
年
、

富
士
屋
ホ
テ
ル

と
改
称
し
て

開
業
し
た
。

外
人
の

間
に

最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
富
士
山
に

ち
な
ん
で

命
名
し
た
の

で

あ
っ

た
。

宮
ノ

下
に

は
、

明
治
以
前
か
ら
藤
屋
の

ほ
か

数
軒
の

宿
屋
が
あ
っ

た
。

そ
の

う
ち
外
人
の

利
用
が
多
か
っ

た
の

は
、

奈
良
屋
で

あ
る
。

新
し
く
開

業
し
た
富
士
屋
は
、

旧
来
の

奈
良
屋
と
競
争
し
、

奈
良
屋
が
純
日
本
風
の

宿
屋
で

あ
っ

た
の

に

対
し

て
、

洋
風
の

建
築
に

洋
風
の

設
備
を
ほ
ど
こ

し
、

洋
式
の

経
営
に
よ
っ

て
、

し
だ
い

に

外
人
の

人
気
を
あ
つ

め
て
い

っ

た
。

パ

ン

や
肉
類
は
横
浜
か
ら
取
り
寄
せ

た
。

し
か
し
富
士
屋
は
一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
十
二
月
、

宮
ノ

下
の

大
火
に
よ
っ

て

全
焼
す
る
。

す
べ

て

を
失
っ

た
山
口
は
、

血
の

に

じ
む
苦
悶
の

末
、

翌
八
四
年
に

洋
館
を
再
建
し
、

そ
の

後
は
年
ご
と
に

新
館
を
増
築
し
て
、

後
年
の

繁
栄
に

至
る
の

で

あ
る
。

四
　
文
明
こ

と
は

じ
め

十
全
医
院
の

開
設

欧
米
に

発
達
し
た
近
代
文
化
は
、

ま
ず
横
浜
に

伝
え
ら
れ
、

つ

い

で

首
都
の

東
京
に

及
ぶ
。

文
明
開
化
の

「
こ

と
は
じ
め

」

は
、

お
お
む
ね
横
浜
に

発
し
た
、

と
称
し
て

も
過
言
で

は
な
い
。

西
洋
医
学
に
よ
る
治
療
も
、

イ
ギ
リ
ス

人
に
よ
っ

て

居
留

地
の

な
か
で

行
わ
れ
て
い

た
。

た
だ
し
、

こ

れ
は
外
人
を
対
象
と
し
た
も
の

で

あ
る
。

日
本
人
に

対
し
て

治
療
を
ほ
ど
こ

し
た
の

は
、

宣
教
師
と
し

て

も
活
躍
し
た
ヘ

ボ
ン

で

あ
っ

た
。

明
治
元
年
閏
四
月
、

戊
辰
戦
争
で

負
傷
し
た
政
府
軍
の

兵
士
を
治
療
す
る
た
め
、

洲
干
弁
天
に

あ
っ

た
語
学
所
を
仮
病
院
と
し
て

開
い

た
。

こ

れ

は
横
浜
病
院
と
呼
ば
れ
、

主
と
し
て

イ
ギ
リ
人
の

医
師
ウ
イ
リ
ス

が
外
科
治
療
を
ほ
ど
こ

し
た
。

当
時
の

新
聞
に
は
「
其
疵
の

重
き
者
は
、

コ

ロ

ロ
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ホ
ル

ム

と
云
ふ
麻
薬
を
用
ひ
て

裁
断
術
を
行
ふ
。

…
…
当
人
は
勿
論
傍
観
の

者
に
至
る
ま
で
、

驚
嘆
せ

ず
と
い

ふ
事
無
し

」
と
記
し
て
い

る
（『
中
外

新
聞
』
明
治
元
年
六
月
三
日
付
）。

し
か
し
、

こ

の

病
院
も
七
月
二
十
日
に
は
東
京
の

下
谷
に

移
さ
れ
た
。

市
民
の

た
め
の

病
院
が
開
か
れ
た
の

は
、

明
治
四
年（
一

八
七
一

）
の

こ

と
で

あ
る
。

県
権
令
の

大
江
卓
は
本
格
的
な
病
院
の

設
立
を
め
ざ
し
、

市

内
の

資
産
家
に

建
設
費
の

寄
付
を
求
め
た
と
こ

ろ
、

た
ち
ま
ち
金
六
千
円
余
を
集
め
る
こ

と
が
で

き
た
。

こ

れ
よ
り
野
毛
山
上
に

病
院
の

建
設
を
始

め
る
。

そ
の

落
成
ま
で
、

仮
病
院
が
元
弁
天
（
現
在

中
区
北
仲
通
）
に

設
け
ら
れ
、

九
月
一

日
か
ら
治
療
を
始
め
た
。

時
に

東
京
の

大
学
南
校
（
の

ち
の

東
大
医
学
部

）
で

は
米
人
医
師D

・B

・

シ

モ

ン

ズ
を
招

聘
し
て
い

た
が
、

神
奈
川
県
は
改
め
て
シ

モ

ン

ズ
を

招
き
、

週
一

回
の

治
療
に

当
た
ら
せ
る
こ

と
に

し
た
。

仮
病
院
と
は
い

え
、

最
初
の

県
立
病
院
で

あ
っ

た
。

や
が
て

野
毛
の

病
院
も
建
設
が
完
成
し
、

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
十
二
月
一

日
に
は
開
業
さ
れ
る
。

そ
れ
ま
で

の

仮
病
院
も
移
転
し
、

こ

こ

に

本

格
的
な
病
院
と
し
て

診
療
を
開
始
し
た
。

病
院
は
内
院
（
入
院
患
者
用
）
と
外
局
（
外
来
患
者
用
）
と
に

分
け
ら
れ
、

入
院
費
や
診
療
費
も
公
示
さ
れ

た
。

さ
ら
に

「
払
方
な
り
が
た
き
貧
民
は
、

無
代
に
て
一

広
室
に

置
」
き
、

寄
付
金
に
よ
っ

て

施
用
す
る
こ

と
も
示
達
さ
れ
て
い

る
。

す
で

に
シ

モ

ン

ズ
も
専
任
の

医
師
と
し
て

県
当
局
に

招
聘
さ
れ
、

連
日
の

診
療
に

当
た
っ

て
い

た
。

明
治
七
年
二

月
、

野
毛
山
の

病
院
は
「
十
全
医
院
」
と

命
名
さ
れ
、

県
が
経
営
す
る
公
立
病
院
と
し
て
、

日
ご
と
に

名
声
を
高
め
て
い

っ

た
。

シ

モ

ン

ズ
に

対
す
る
信
頼
も
厚
か
っ

た
。

当
時
の

新
聞
も
、

シ

モ

ン

ズ
に
つ

い

て

次
の

よ
う
に

記
し
て
い

る
。

医
師
は
亜
米
加
人
ニ

シ

テ
哂
門
士
ト
云

此
人
日
本
ニ

居
住
ス

ル

ヤ

年
既
ニ

久
シ

故
ニ

能
ク

風
儀
ニ

習
慣
シ

病
者
ニ

対
ス

ル

至
テ
懇
切
ナ
リ

加
之
ズ

諸
病
ヲ

治
ス

ル

其
奏
功
挙
テ
云
フ

ヘ

カ
ラ
ズ
殊
ニ

黴
毒
労
擦
及
ヒ

眼
病
等
ヲ

治
ス

ル

コ

ト
極
メ

テ
巧
ニ

シ

テ
又
外
科
ニ

妙
ヲ

得
タ
リ

（『
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
七
年
四
月
十
八
日
付
）

こ

う
し
て

シ

モ

ン

ズ
は
一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
、

辞
職
し
て

帰
国
す
る
ま
で
、

治
療
に

誠
意
を
尽
く
し
た
。

の

ち
再
び
来
日
、

一

八
八
九
（
明
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治
二

十
二

）年
二

月
に

死
去
し
て

東
京
の

青
山
墓
地
に

葬
ら
れ
た
。

シ

モ

ン

ズ
は
、

ま
た
〝

セ

メ

ン

ズ
〞

と
も
呼
ば
れ
た
。

虫
下
し
薬
と
し
て

普
及
し

た
「
セ

メ

ン

円
」
は
、

セ

メ

ン

ズ
、

す
な
わ
ち
シ

モ

ン

ズ
の

医
方
を
伝
え
た
も
の

で

あ
る
。

十
全
医
院
は
一

八
七
八
（
明
治
十
一

）
年
か
ら
往
診
も
始
め
た
。

そ
し
て

創
立
以
来
、

県
が
管
理
し
た
が
、

一

八
九
一

（
明
治
二

十
四

）
年
四
月
に

は

横
浜
市
の

経
営
に

移
さ
れ
る
。

こ

の

後
は
市
立
病
院
（
戦
後
は
市
立
大
学
病
院
）
と
し
て

今
日
に

至
っ

た
。

横
浜
ゲ
ー
テ
ー
座

横
浜
居
留
地
の

な
か
で

は
、

幕
末
の

文
久
年
間
か
ら
、

在
住
の

外
人
の

た
め
に
、

外
人
に
よ
る
芝
居
や
音
楽
会
が
開
か
れ
て

い

た
。

旅
興
行
の
一

座
が
来
演
す
る
こ

と
も
あ
れ
ば
、

在
住
の

ア
マ

チ
ュ

ア

仲
間
が
演
技
を
競
う
こ

と
も
あ
っ

た
。

元
治
元

年
（
一

八
六
四

）
に

は
、

米
国
か
ら
リ
ズ
リ
ー
の

サ
ー
カ
ス

団
が
二
か
月
に

わ
た
っ

て

公
演
し
て

い

る
。

こ

れ
は
日
本
に
お
い

て

興
行
さ
れ
た
最
初

の

外
国
サ
ー
カ
ス

団
で

あ
る
。

当
時
は
「
中
天
竺
舶
来
軽
業
」
と
呼
ば
れ
、

外
人
ば
か
り
で

な
く
日
本
人
も
多
数
つ

め
か
け
た
。

そ
の

情
況
は
錦
絵

に

も
描
か
れ
て
い

る
。

芝
居
や
音
楽
会
は
開
か
れ
て

も
、

専
用
の

劇
場
は
な
か
っ

た
。

多
く
は
居
留
地
の

な
か
の

空
倉
庫
な
ど
を
利
用
し
た
も
の

で

あ
ろ
う
。

サ
ー
カ
ス

は
空
地
に
テ
ン

ト
を
張
っ

て

行
わ
れ
た
。

や
が
て

明
治
の

世
と
な
り
、

居
留
民
の

数
も
増
加
す
る
に

し
た
が
っ

て
、

劇
場
の

開
設
を
望
む
声
も
強
く

な
っ

た
。

こ

う
し
た
要
望
に
こ

た
え
て
、

明
治
三
年
（
一

八
七
〇
）
秋
、

本
町
通
六
八
番
（
現
在

中
区
山
下
町
六
八
番
地

）
に
、

オ
ラ
ン

ダ

人N

・

ヘ

フ

ト
の

建
て

た
の

が
、

ゲ
ー
テ
ー
座
で

あ
っ

た
。

ゲ
ー
テ
ー

座
の

原
名
は

T
h
e 

G
a
iety

 
T

h
ea

tre

で

あ
る
。

す
な
わ
ち
娯
楽
の

劇
場
と
い

う
意
味
を
も
っ

て
お

り
、

の

ち
の

有
楽
座
（
東
京
）
や

喜
楽
座
（
横
浜

）
と
い

う
命
名
と
共
通
し
て
い

る
。

も
ち
ろ
ん
フ

ラ
ン

ス

や
イ
ギ
リ
ス

に
、

こ

の

名
称
を
も
っ

た
有
名
な
劇
場
が
あ
り
、

横
浜
の

劇

場
も
、

そ
れ
に

な
ら
っ

て

名
づ
け
ら
れ

た
の

で

あ
っ

た
。

正
し
い

発
音
は
〝

ゲ
イ
ェ

テ
ィ
〞

で

あ
ろ
う
が
、

横
浜
の

人
び
と
は
ゲ
ー
テ
ー
座
と
呼

び
、

そ
の

名
に
よ
っ

て

親
し
ま
れ
た
。
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さ
て
ゲ
ー
テ
ー
座
は
、

明
治
三
年
閏
十
月
十
四
日
（
一

八
七
〇
年
十
二
月
六
日

）
に

開
場
し
た
。

出

演
し
た
の

は
横
浜
の

ア
マ

チ
ュ

ア

劇
団
で

あ
る
。

こ

れ
よ
り
ゲ
ー
テ
ー
座
は
、

ア
マ

チ
ュ

ア

劇
団
の

た
め
に

提
供
さ
れ
、

居
留
地
の

重
要
な
施
設
と
な
っ

て

ゆ
く
。

劇
場
は
石
造
の

平
屋
で
、

建
坪
百
二

十
五
坪
（
約
四
百
十
三
平
方
㍍
）、

二
百
人
ほ
ど
は
収
容
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
い

う
。

ゲ
ー
テ
ー
座
を
管
理
、

経
営
し
た
の

は
ア
マ

チ
ュ

ア

劇
団
で

あ
っ

た
が
、

明
治
五

年
（
一

八
七
二

）

の

秋
、

劇
団
は
財
政
困
難
に
お
ち
い

っ

て

解
散
し
て

し
ま
っ

た
。

そ
の

ま
ま
に

放
置
す
れ
ば
、

せ
っ

か
く
の

劇
場
も
閉
鎖
さ
れ
、

倉
庫
な
ど
に

転
用
さ
れ
て

し
ま
う
で

あ
ろ
う
。

そ
こ

で

居
住
地
の

有
志

は
集
会
を
開
き
、

こ

の

後
は
公
会
堂
と
し
て

運
用
し
て

ゆ
く
こ

と
に

意
見
が
一

致
し
た
。

居
留
地
か

ら
出
資
者
を
つ

の

り
、

委
員
会
を
つ

く
っ

て

運
営
に

当
た
る
、

と
い

う
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。

こ

う
し
て

ゲ
ー
テ
ー
座
は
、

明
治
五
年
（
一

八
七
二

）
末
か
ら
公
会
堂
〝P

u
b
lic
 
H

a
ll

〞

と
し
て

運

営
さ
れ
て

ゆ
く
。

演
劇
や
音
楽
会
の

ほ
か
、

各
種
の

催
物
に

も
利
用
さ
れ
た
。

い

ち
早
く
ガ
ス

燈
に

よ
る
照
明
も
設
備
さ
れ
た
。

盛
況
を
つ

づ
け
た
パ

ブ
リ
ッ

ク
・

ホ
ー
ル

も
、

や
が
て
一

八
八
〇
年
代
に

な
る
と
、

規
模
の

小
さ
い

こ

と
が
痛
感
さ
れ
る
に

至
っ

た
。

そ
こ

で

新

し
い

劇
場
の

建
設
が
計
画
さ
れ
る
。

資
金
難
の

た
め
に

計
画
は
し
ば
し
ば
頓
座
し
た
が
、

よ
う
や
く
一

八
八
五
（
明
治
十
八

）年
、

山
手
居
留
地
の

二

五
六
番
・

二
五
七
番
の

地
（
現
在

中
区
山
手
町
二
五
四
番
地

）
に
、

新
し
い
パ

ブ
リ
ッ

ク
・

ホ
ー
ル

が
完
成
し
、

四
月
十
八
日
、

ア
マ

チ
ュ

ア

管
絃
楽

団
の

演
奏
会
に
よ
っ

て

開
場
し
た
。

地
上
二
階
、

地
下
一

階
の

煉
瓦
造
、

建
坪
は
二

百
七
十
坪
（
約
八
百
九
十
一

平
方
㍍

）
で

あ
っ

た
。

山
手
パ

ブ
リ
ッ

ク
・

ホ
ー
ル

が
開
か
れ
た
後
も
、

旧
ゲ
ー
テ
ー

座
も
公
会
堂
と
し
て
、

な
お
し
ば
ら
く
の

間
は
運
営
さ
れ
て
い

た
。

し
か
し
、

数

ゲーテー座（1870年）　徳川黎明会蔵
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年
後
に

は
倉
庫
に

転
用
さ
れ
る
。

所
有
者
の
ヘ

フ

ト
は
一

八
九
四
年
に

死
去
し
、

の

ち
建
物
は
競
売
に

付
さ
れ
た
が
、

な
お

倉
庫
と
し
て
一

九
二
三

（
大
正
十
二

）
年
の

大
震
災
に

焼
失
す
る
ま
で

使
用
が
つ

づ
け
ら
れ
た
。

山
手
パ

ブ
リ
ッ

ク
・

ホ
ー
ル

は
、

一

九
〇
八
（
明
治
四
十
一

）年
か
ら
、

新
し
く
設
立
さ
れ
た
会
社
に

よ
っ

て

運
営
さ
れ
る
こ

と
に

な
り
、

十
月
に

は
改
め
て

「
ゲ
ー
テ
ー

座

」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

商
業
劇
場
に
ふ

さ
わ
し
い

改
築
が
行
わ
れ
た
。

こ

こ

に

「
ゲ
ー
テ
ー
座

」
は
名
実
と

も
に

復
活

し
、

横
浜
に
お
け
る
特
異
な
劇
場
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
の

新
し
い

演
劇
や
音
楽
、

の

ち
に

は
映
画
ま
で

上
演
・

上
映
し
な
が
ら
、

一

九
二
三
（
大
正

十
二

）
年
の

大
震
災
ま
で
、

活
動
を
つ

づ
け
た
の

で

あ
る
。

ビ
ー
ル
醸
造
の

開
始

オ
ラ
ン

ダ
人
ヘ

フ

ト
は
貿
易
商
と
し
て
、

一

八
六
〇
年
代
の

初
め

ご

ろ
（
文
久
年
間

）
に

横
浜
に

来
て
、

住
み
つ

い

た
。

商
社
を
経
営
す
る
か
た
わ
ら
、

ゲ
ー
テ
ー

座
を
設
立
し
た
が
、

別
に

山
手
六
八
番
に

お
い

て
ビ

ー
ル

の

醸
造
も
試
み
て
い

る
。

そ
の

年
代
は
明
ら
か
で

な
い
。

わ
が
国
に
お
い

て
ビ
ー
ル

醸
造
が
始
め
ら
れ
た
の

は
、

横
浜
の

山
手
居
留
地
で

あ
っ

た
。

ゲ
ー
テ
ー
座
の

歴
史
に

詳
し
い

升
本
匡
彦
氏
は
、

ビ
ー

ル

醸
造
に
つ

い

て

も
各
種
の

資
料
に

も
と
づ
い

て
、

旧
来
の

説
を
訂
正
し
て
い

る
。

そ
の

推
定
に
よ
れ
ば
、

最
も
早
く
開
か
れ
た
の

は
、

お
そ
ら
く

山
手
四
八
番
に

お
け
る

Ja
p
a
n
 B

rew
ery

で

あ
っ

た
。

開
設
は
明
治
二

年
（
一

八
六
九

）
ご
ろ
で
、

ド
イ
ツ

系
の

米
人E

・

ヴ
ィ

ー
ガ
ン

ト

W
ieg

a
n
d

が
支
配
人
と
な
っ

た
。

や
が
て

ヴ
ィ

ー
ガ
ン

ト
は
、

新
し
く
開
か

れ
た
ヘ

フ

ト
の

醸
造
所
に

移
っ

て
、

そ
の

支
配
人
と
な
る
。

ヘ

フ

ト
の

ビ
ー
ル

は

明
治
四
年
（
一

八
七
一

）
六
月
に

は
、

長
崎
で

売
り
出
さ
れ
て
い

る
か
ら
、

開
設
は
同
年
、

ま
た
は
そ
の

以
前
で

あ
る
こ

と
は
確
実
で

あ
る
。

し
か
し
ヘ

フ

ト
醸
造
所
は
、

一

八
七
五（
明
治
八

）年
前
半
に

廃
業
し
、

そ
の

あ
と
に
ヴ
ィ

ー
ガ
ン

ト
み
ず
か
ら
経
営
す
る
バ

バ

リ
ア
・

ブ
ル

ー
ワ

リ

B
av

av
ia 

B
rew

ery

が
設
け
ら
れ
た
。

い

っ

ぽ
う
山
手
一

二
三
番
に
は
、

明
治
五
年（
一

八
七
二

）ご
ろ
、

米
人
コ

ー
プ
ラ
ン

ト
が
経
営
す
る
ス

プ
リ
ン

グ
バ

レ

ー
・

ブ
ル

ー
ワ

リ

S
prin

g
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V
a
lley

 B
er

w
ery

が
開
か
れ
て
い

た
。

コ

ー
プ
ラ
ン

ト
と
ヴ
ィ

ー
ガ
ン

ト
と
、

二
つ

の

ビ

ー

ル

釀
造
所

は
数
年
に

わ
た
っ

て

並
立
し
て
い

た
が
、

一

八
七
六
（
明
治
九
）
年
六
月
、

両
者
は
ス

プ
リ
ン

グ
・

バ

レ

ー

の

名
の

も
と
に

合
同
す
る
。

独
占
に
よ
る
利
益
の

増
大
を
は
か
っ

た
も
の

で

あ
っ

た
。

し
か
し
三
年
あ
ま
り
後
、

両
者
は
感
情
の

阻
隔
に
よ
っ

て

合
同
が
破
れ
、

一

八
八
〇
（
明
治
十
三
）
年
か

ら
コ

ー
プ
ラ
ン

ド
の

単
独
経
営
と
な
る
。

醸
造
所
の

主
力
も
一

二
三
番
に

移
り
、

か
つ

て
ヘ

フ

ト
の

経
営

し
た
六
八
番
の

醸
造
所
で
は
、

明
治
十
年
代
の

初
め
か
ら
生
産
を
中
止
し
て
い

た
。

い

ま
や
横
浜
に

お
け
る
ビ

ー
ル

醸
造
を
独
占
し
た
コ

ー
プ
ラ
ン

ド
は
、

順
調
に

販
路
を
拡
大
し
て
い

っ

た
が
、

技
術
者
の

出
身
で

あ
っ

た
か
ら
、

や
が
て

経
理
に

失
敗
し
た
の

で

あ
ろ
う
。

一

八
八
四（
明
治
十
七

）

年
に

は
、

つ

い

に

倒
産
し
て

し
ま
っ

た
。

そ
の

醸
造
所
も
買
却
に

付
さ
れ
た
。

こ

こ

に

在
留
外
人
の

有
志
が
集
ま
り
、

新
し
い

会
社
を
設
立
し
て
、

コ

ー
プ
ラ
ン

ド
の

事
業
を
継
承
す

る
こ

と
が
計
画
さ
れ
る
。

各
地
に

在
留
す
る
外
人
か
ら
出
資
を
求
め
、

さ
ら
に
一

部
を
日
本
の

政
財
界
か

ら
出
資
を
仰
い

で
、

一

八
八
五（
明
治
十
八

）年
九
月
に
は
新
会
社
の

設
立
を
決
完
し
た
。

社
名
は
「
ジ
ャ

パ

ン
・

ブ
ル

ワ

リ
ー
・

コ

ン

パ

ニ

ー

Ja
p
an

B
rew

ery 
C

om
p
an

g

」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

日
本
名
は
「
日
本
釀
造
会
社
」
と
称
し
て
い

る
。

ビ

ー
ル

の

醸
造
は
、

ド
イ
ツ

か
ら
教
師
を
招
き
、

一

八
八
八
（
明
治
二

十
一

）
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

製
品
は
、

一

八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
に

磯
野

計
が
横
浜
の

北
仲
通
り
に

開
い

た
個
人
商
店
「
明
治
屋
」
か
ら
発
売
さ
れ
た
。

新
し
い

ビ
ー
ル

の

名
称
は
、

三
菱
の

荘
田
平
五
郎
の

発
案
に

よ
っ

て
、

東
洋
の
ビ

ー
ル

に
ふ
さ
わ
し
く
「
麒
麟
ビ
ー
ル

」
と
定
め
ら
れ
た
。

明
治
屋
は
一

八
八
八
（
明
治
二

十
一

）
年
五
月
、

ジ
ャ

パ

ン

・

ブ
ル

ー
ワ

リ

と
一

手
販
売
の

契
約
を
結
び
、

新
聞
紙
上
に

大
き
く
麒
麟
ビ
ー
ル

の

発
売
広
告
を
掲
げ
た
の

で

あ
っ

た
。

明
治
屋
が
主
体
と
な
っ

て

ジ
ャ

パ

ン
・

ブ

横浜山手のジャパン・ブルワリー工場（1885年）
『麒麟麦酒株式会社五十年史』から
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ル

ー
ワ

リ
を
買
収
し
、

麒
麟
麦
酒
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
る
の

は
、

一

九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
二
月
の

こ

と
で

あ
る
。

第
四
節
　
廃
仏
と
神
道
の

再
編

一

　

神
仏
分
離
の

実
情

鶴
岡
八
幡
宮

明
治
維
新
の

前
、

す
な
わ
ち
江
戸
時
代
の

末
ま
で
、

多
く
の

神
社
と
寺
院
は
同
じ
境
内
の

な
か
に

あ
り
、

神
も
仏
も
い

っ

し
ょ

に

祀
ら
れ
、

参
詣
者
は
区
別
す
る
こ

と
な
く
礼
拝
し
て
い

た
。

い

わ
ゆ
る
神
仏
習
合
の

形
態
で

あ
っ

た
。

神
社
の

祭
神
で

あ
っ

て

仏

名
を
称
し
、

あ
る
い

は
本
地
垂
迹
の

思
想
に

も
と
づ
い

て
、

本
地
で

あ
る
如
来
（
仏
）
を
設
定
し
て
い

る
も
の

も
少
な
く
な
か
っ

た
。

た
と
え
ば
八
幡
宮
の

祭
神
は
八
幡
大
菩
薩
と
仏
号
を
称
し
、

ま
た
本
地
を
阿
弥
陀
如
来
と
し
て
い

た
。

い

ま
鎌
倉
の

鶴
岡
八
幡
宮
に

参
拝
す
る
者

は
明
治
元
年
（
一

八
六
八

）
ま
で
、

そ
の

境
内
に

多
数
の

寺
院
が
あ
り
、

仏
式
の

行
事
が
営
ま
れ
て
い

た
事
実
を
、

想
像
す
る
こ

と
も
で

き
な
い

で

あ

ろ
う
。

か
つ

て

鶴
岡
八
幡
宮
は
、

神
社
で

あ
る
と
同
時
に

寺
院
で

あ
り
、

む
し
ろ
仏
教
の

霊
場
と
し
て

の

色
彩
が
強
か
っ

た
の

で

あ
る
。

参
道
を
進
ん
で

鳥
居
（
三
の

鳥
居
）
を
く
ぐ
り
、

神
橋
に

達
す
れ
ば
、

そ
の

右
に

放
生
池
が
あ
り
、

弁
才
天
祠
が
建
て

ら
れ
て

い

た
（
い

ま
は
再
興

さ
れ
て

い

る

）。

仁
王
門
に
は
鶴
岡
山
の

額
を
、

つ

い

で

桜
門
に
は
八
幡
宮
寺
の

額
を
掲
げ
て

い

た
。

さ
ら
に

境
内
に

は
護
摩
堂
・

経
蔵
・

多
宝
塔

（
大
塔
）
・

鐘
楼
・

薬
師
堂
な
ど
、

仏
教
の

堂
塔
が
立
ち
並
ぶ
。

そ
こ

か
ら
下
宮
四
社
を
へ

て

石
段
を
上
り
、

上
宮
三
座
に

至
る
。
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上
下
の

両
宮
を
は
じ
め
、

も
ろ
も
ろ
の

祭
神
は
、

そ
れ
ぞ
れ
本
地
仏
を
有
し
て
い

た
。

上
宮
三
座
の

中
央
（
応
神
天
皇
）
は
阿
弥
陀
如
来
、

東
（
神

功
皇
后
）
は
聖
観
音
菩
薩
、

西
（
如
大
神
）
は
勢
至
菩
薩
で

あ
っ

た
。

ま
た
下
宮
の

中
央
（
仁
徳
天
皇

）
は
十
一

面
観
音
で

あ
っ

た
。

し
か

も
上
宮
の

神
体
は
石
の

僧
形
像
で

あ
り
、

下
宮
の

神
体
は
木
の

僧
形
像
だ
っ

た
の

で

あ
る
。

社
内
で

は
読
経
の

声
が
絶
え
る
こ

と
な
く
、

神
事
を
掌
る
の

も
供
僧
が
主
と
な
り
、

十
二
か
院
を
数
え
て
、

新
義
真
言
宗
に

属
し
て
い

た
。

そ
の

下
に

神
主
が
あ
り
、

小
別
当
・

社
僧
・

社
人
な
ど
の

諸
職
が
あ
っ

た
。

八
幡
宮
だ
け
で

な
く
、

多
く
の

神
社
に
お
い

て
、

支
配
権
を
に

ぎ
っ

て
い

た

の

は
僧
侶
で

あ
り
、

神
官
は
そ
の

指
揮
を
受
け
て
い

た
の

で

あ
る
。

と
こ

ろ
が
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
一

八
六
八

）
三
月
に

は
、

神
仏
の

混
淆
が
禁
止
、

つ

い

で

「
神
社
に

お
い

て

僧
形
に
て

別
当
あ
る
い

は
社
僧
」
と

称
し
て

き
た
者
は
復
飾
（
還
俗
）
を
命
ぜ
ら
れ
、

さ
ら
に

「
仏
像
を
も
っ

て

神
体
と

」
し
て

き
た
神
社
は
、

仏
像
や
仏
具
の

類
を
取
り
除
く
よ
う
達

せ
ら
れ
た
。

神
仏
分
離
の

政
策
が
、

新
政
府
に
よ
っ

て

強
く
押
し
出
さ
れ
て

き
た
の

で

あ
る
。

こ

れ
を
受
け
て

八
幡
宮
で

は
、

十
二
か
院
の

供
僧
を
は
じ
め
、

社
僧
の

こ

と
ご
と
く
が
復
飾
し
た
。

僧
侶
た
ち
が
還
俗
し
て
、

神
官
と
な
っ

た
の

で

あ
る
。

と
こ

ろ
が
八
幡
宮
に

は
、

鎌
倉
時
代
こ

の

か
た
大
伴
氏
が
神
主
と
な
っ

て
い

た
。

そ
の

地
位
は
供
僧
よ
り
下
で

あ
っ

た
か
ら
、

還
俗
し
た

供
僧
た
ち
は
、

あ
ら
た
に

総
神
主
と
い

う
名
称
を
考
え
出
し
、

神
主
の

上
に
立
っ

た
。

つ

ま
り
八
幡
宮
で

は
、

総
神
主
が
十
二

人
、

神
主
が
一

人
、

と
い

う
奇
妙
な
構
成
に

な
っ

た
。

下
位
の

僧
職
も
、

小
別
当
が
大
称
宜
と
い

う
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
神
職
と
し
て
の

名
称
に

変
わ
っ

た
。

社
内
の

由
緒
あ
る
堂
塔
も
、

つ

ぎ
つ

ぎ
に

破
壊
さ
れ
た
。

梵
鐘
は
三
代
将
軍
家
光
の

寄
進
し
た
名
鐘
で

あ
っ

た
が
、

鉄
槌
で

打
ち
砕
か
れ
た
。

仏

像
や
仏
具
も
す
べ

て

取
り
払
わ
れ
、

古
物
商
の

手
に

移
っ

た
。

こ

う
し
て

明
治
三
（
一

八
七
〇
）
年
五
月
ま
で

に
、

八
幡
宮
か
ら
は
仏
教
の

色
彩
が
ま

っ

た
く
除
か
れ
、

今
日
の

よ
う
な
姿
に

な
っ

た
の

で

あ
る
。
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阿
夫
利
神
社

大
山
に

鎮
座
す
る
阿
夫
利
神
社
は
、

古
く
か

ら
上
下
の

信
仰
を
あ
つ

め
、

と
く
に

江
戸
時
代
に

は
夏
の
二

十
日
間
、

い

わ
ゆ
る
大

山
詣
で

に

ぎ
わ
っ

た
。

こ

の

神
社
の

起
源
は
、

古
代
の

山
岳
信
仰
よ
り
発
し
た
も
の

で

あ
ろ
う
。

神
体
は
大
き
な
自
然
石
で

あ
る

と
い

わ
れ
る
。

し
か
も
大
山
信
仰
は
、

仏
教
と
習
合
す
る
こ

と
に
よ
っ

て

発
展
し
た
。

大
山
は
真
言
宗
に

属
し
て
、

修
験
道
の

浄
域
と
な
り
、

中
腹

に

不
動
堂
が
建
て

ら
れ
た
の

を
は
じ
め
、

あ
ま
た
の

堂
塔
が
立
ち
並
ぶ
に
至
っ

た
。

山
頂
の

本
社
は
、

石
尊
大
権
現
と
呼
ば
れ
た
。

本
地
は
十
一

面
観
世
音
菩
薩
と
さ
れ
た
。

こ

の

社
を
中
心
に
し
て
、

別
当
八
大
坊
、

十
一

坊
そ
の

ほ
か
が
立
ち
並
ぶ
。

そ
し
て

大
山
ぜ
ん
た
い

が
雨
降
山
大
山
寺
と
よ
ば
れ
て
い

た
の

で

あ
っ

た
。

江
戸
の

日
本
橋
か
ら
大
山
ま
で

十
八
里
（
約
七
十
キ
ロ

）、
歩
い

て
二

日
の

道
の

り
で

あ
っ

た
。

人
び
と
は
大
山
に

登
っ

て
、

中
腹
に

あ
る

不
動
堂

に

詣
で
、

さ
ら
に

頂
上
の

石
尊
大
権
現
に

達
し
、

授
福
除
興
を
祈
願
し
た
。

五
穀
豊
饒
、

商
売
繁
昌
、

そ
の

ほ
か
は
何
ご
と
で

も
、

大
山
の

神
は
か

な
え
て

く
れ
る
、

と
信
じ
ら
れ
て
い

た
。

六
月
二

十
七
日
の

初
山
か
ら
、

七
月
十
七
日
の

盆
山
ま
で
、

大
山
に
至
る
道
は
、

各
地
か
ら
の

参
詣
客
で

埋
ま
っ

た
。

大
山
を
支
配
し
た
の

は
、

や
は
り
供
僧
で

あ
っ

た
。

そ
の

下
に

属
し
て
、

修
験
が
あ
り
、

神
家
が
あ
っ

た
。

ま
た
師
職
が
あ
っ

た
。

神
家
は
師
職

を
兼
ね
て
い

た
。

師
職
、

す
な
わ
ち
御
師
は
、

土
地
ご
と
に

分
担
を
き
め
、

そ
れ
ぞ
れ
担
当
の

土
地
を
め

ぐ
っ

て
は
、

御
札
を
く
ば
り
、

大
山
講
の

結
成
を
う
な
が
し
た
。

そ
し
て

大
山
詣
の

と
き
と
な
れ
ば
、

人
び
と
は
、

な
じ
み
の

御
師
の

家
に
至
っ

て

草
鞋
を
ぬ
ぎ
、

御
被
を
う
け
る
。

山
に

登

る
に

も
御
師
が
先
導
し
、

護
摩
も
神
楽
も
、

御
師
の

斡
旋
に

頼
っ

た
の

で

あ
っ

た
。

明
治
元
年
（
一

八
六
八

）、

神
仏
分
離
の

あ
ら
し
は
大
山
を
も
巻
き
こ

む
。

不
動
堂
は
取
り
払
わ
れ
て

山
麓
に

移
さ
れ
、

そ
の

他
の

堂
塔
も
破
却
さ

れ
た
。

本
社
の

名
称
も
阿
夫
利
神
社
に

復
し
、

祭
神
は
記
紀
な
ど
の

古
典
に

登
場
す
る
大
山
祗
命
と
さ
れ
た
。

し
か
も
大
山
で

は
幕
末
に

及
ん
で
、

神
主
や
御
師
た
ち
の

な
か
に
、

平
田
神
道
の

門
に

入
り
、

尊
王
論
を
唱
え
る
者
が
少
な
く
な
か
っ

た
。

維
新
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